
中閣の昆布に就いて
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中国には古米illfliの生庄はなく して 日本から愉人せーられたのであるが，

最j止に至って山東半島のf1~州湾ー併にマコンブ (Laminaria jaρonica ARE-

SCHOUG)が本絡的に養殖せられ重野なる海産物の 1つになったので，その31ミ

訴について少しく考・察を試みたいと思う。

中国の治i'11は地Jill的関係や従来の治j;ll流から f

号えると，1i!.イIJの生育条1'1こ

は与えられない，亦生育して居なかった。処が 19J8ij三(r~J 治 4U:1三)頃から大

辿港口の防波民壁に発生を見るに至った様である。隣接せる治jギにはその幼

f-fが漂流 して来るものもあったが当時は余り世人の注意を懇かなかった。漸

く昭和5ij三頃になってその生育が所長められたが，大述j住は自由貿易港ではあ

り乍ら大辿j住口一併はー般人の:-1:¥入が出来なかった事情等もあって採食する

には至らなかった。 昭和 7 年頃から大~にあった関東水産試験場がその養殖

に着目し，大槻洋四郎氏等がその目Fr拠地たる大辿右戊灘に隣接する嶺甲湾ー

，1日・に移織を試み之に成功した。嶺時i湾ー;rM'は泥土を含まず岩ー盤への着生は良
好であったので愈々有盟となり，その後設立された関東水産公司によって官

業されるに至った。1945年終戦と共に日本人営業者の引揚，亦その養殖の指

導者大槻洋凶郎氏も暫く大辿に残留 して居たが，、青島の水産調査所へ留用 と

なり大!iliを去ったので大辿ー祁'に於ける毘イliの養殖は中絶して了った。

青島へ移った大槻氏は再び!躍州湾一日!日:に毘イliの後殖に期待た持ち大iiliよ

り移植を試みた。 -;~W ''Ì旧満州の十日岸 とは異なって海水は泥土少なくその J~t

生，生1当は似めて良好で中京人民共和国政府は非常なる期待を'寄せて居る。

中国人は1MIJ を海叩 (hai-ta i) と H手んで居る。海;:~と 言えば広大なる中国

の何処へ言っても通mするが，li!.イ1Iでは実物を限の前にし乍らでも通じない
のが普通で'"1"国では見ギliと言う名称は全く快用されて居ない。併し海部:にせ

よその米泌を調べて見るとi毛布と密接なる関係を有する。

昆イ11の生有地は主として北海道沿岸であり ，この主1主地と全く関係のな

い速く距っている大}iliにその発F土を1]['.た事は，分イli上から言えば版めて興味え

ある事でらるがその発生，III米に就いてけ、次の様な事実が考察せられる。 .

大iilii佳に!の防波堤壁に発生した事実から;;える と，先す国A ~各 と 関係があ
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った様に思われる。更にその発生箇所が貨物船の停泊地である!-Jj:~専を総合し

て見る と， 恐らく貨物船によって運ばれて来たものではなかろうかと考えら

れる点が多い。 それが発生したと言う 19J8年頃の当時:を回顧する と， 恰!主

ト!路戦争が終り FI本海経由の北海道小将と大辿との輸送航路が開通する様に

なってからの事である。この貨物船は一旦大辿港口で停泊するのてザ北海道l主

毘ギriの胞子がこの航路の貨物船のJiY.jl志な りに附着したまま逆ばれたものが大

J!lli住口の従壁に{悶々jE生，発生したと汚える専1が適切の様に考-えられる。 1111

ちli布の生育i也として例外的なものとして考えられている大i!主任.の米泌を北

海道より連ばれたものと見倣し作るならば問題け:jij!(:決される包

その生育に就いては従来のWri主流の知男ではその発訂条f'I:も不充分であ

るが，遼東半島(大jili-持)の海泌相からも，亦沿岸流の調1主からも明らかで

ある如く冬季特色があって }， u部~. ;m;借地区を構成 し， 冬季は北上して来る夏

季沿岸流に代って旅Ii国黄金台下附近に発生する内部亜寒流発生し，山東半島

角へ向って南下する沿岸流が現出するので，見ギjJの発生する時苧に1il5合よく

その生育条件をもたらすものである。

遼東半島のr.ì岸一 i\l'は泥上多きため自然発生は少なく僅かに込石(~，~vc.見
られ，亦旧縁西1距IIIJ波J1:易bに生-Cjするのが見られたが，長五凶盟IUJ波止場のも

のは比較的媛形で柴質も持く生行は良好なものではなかった。冬f12f遼東半砧

より山東半島角へ向って南下する~)~~流により知!台(芝宋)港口にあるー小島

たる無人島に発生していた事がI~i和 16 年頃始めて判明したのが， ・ 只今の処

11ftーの自然発生地であろう。

昆布の生育からも述べられる引は，遼東半島沿岸の海藻相V士山東半島の

治岸と関係を有し朝鮮西海岸とは余り |刻係は見られない。恐らく朝鮮西海岸

を流れる沿岸流は遼東半島の伯作へは述せず，~H時緑江の流水に遮えられて

居る様に考えられる。 (新潟大t11王~11\l1ム部生物fþ数室)

F HITRClf 数授 Wf < 

“The Sructure and Reproduction of the Algaeη(1935， Vol. 1 ; 1945， Vo!. 2) (器製

d二構造と生植)の著者と して知られるロン ドン大坐名手宇教授 F.E. FRITSCH氏は昨年5月

23日75歳で長逝された。 1911年から 1948年までロン ドン大役QueenMal:y Collegeの

泌物単科主任，晩年1949年から 1952年までLinneanSocietyの会長であった。上記の著

書は永く古典として残るべきili-e ， 戦後第 2巻の出版を知った祭完封~.i言、南力日大学:のDi¥WSON
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